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1. はじめに 
 SNS における未成年の犯罪被害への対策が必要

となっている．その一環として，援助交際を誘

引するコメントなどの児童に有害なコメント

（以下，有害コメント）の削除を目的としたボ

ランティアによるサイバーパトロール活動が実

施されている [1]．しかし，有害コメントの数の

多さに，通報が追い付いておらず，活動を効率

化する仕組みが必要である．これまでに，機械

学習による有害コメントの抽出 [2]や個々人の活

動の支援用アプリの開発 [3]などの試みはあるが，

グループでの協調活動を前提とした効率化の試

みは進んでいない．本研究では，有害コメント

の収集と複数の参加者による情報共有のプラッ

トフォームを開発し，収集を効率化する仕組み

を構築した． 

2. コメント収集プラットフォームの提案 
筆者らの研究室は宮城県警のサイバーパトロ

ール活動に参画し，Twitter 上の有害コメントを

Twitter 社の通報窓口に通報している．活動参加

者は以下の手順で通報を行う． 

(C-1) コメントをキーワード検索 

(C-2) 発見したコメントが有害コメントか 

 どうか目視で確認 

(C-3) 有害コメントの URL を CSV ファイルに   

 コピー&ペーストし通報理由とともに 

 蓄積 

(C-4) CSV ファイルをもとに機械的に通報 

上述の手順では，((C-1))コメントの検索と

((C-3)) URL のファイルへの集約をすべて手動で

行っているため，検索やウィンドウの切り替え

操作などに時間を取られている．加えて，複数

の参加者が独立して検索・通報を行っているた

め，(A)同一語句による重複検索，(B)同一有害

コメントの重複通報という非効率性がある． 

 

 

 

そこで，以下の機能を有する有害コメントの

収集と判定のためのプラットフォーム（図１）

を構築した． 

 単語・ハッシュタグでコメントを自動検索 

 検索で得られたコメントの参加者間で共有 

 各コメントが有害か否かの記録の保持 

プラットフォームの実現には以下のサービス

を用いた． 

 Queryfeed [4] 

 Slack [5] とその RSS アプリ [6] 

 
図 1 プラットフォームの概念図 

本プラットフォームは，図 1のように各参加者

の代わりに，特に数の多い援助交際誘引目的の

対象に，複数のハッシュタグや単語によりコメ

ントを一括検索し，その結果をチャットシステ

ムを介して参加者間で共有できるようにする．

参加者は各コメントを閲覧し有害コメントと判

断したものの URLだけを，スクリプトによってチ

ャットから CSV ファイルとしてダウンロードし通

報する． 

Queryfeed は，SNS などを定期的に単語などで

検索した結果の RSS フィードを生成するサービス

であり，自動検索の実現のためにこれを用いた．

検索結果は，ビジネスチャット Slack 上で RSS ア

プリ用いて RSS フィードを購読することで参加者

内で共有した．チャット上に共有されたコメン

トの例を図 2 に示す．図 2 中の“🔞”の絵文字

は，コメントを閲覧した参加者が有害コメント

と判断した印であり，Slack の機能を利用して付
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加する．これにより，参加者同士での判断済み

情報の共有と，有害コメントの URL の機械的な抽

出を可能にした． 

 
図 2 絵文字による有害コメント分類 

有害コメントを表す“🔞”付きコメントの情

報はスクリプトによって CSV ファイルとして取

得・ダウンロードできるようになっている．ま

た，重複した通報を防止するために，このスク

リプトは取得済みの有害コメントに対して“✔”

の絵文字を付け（図 2参照），この絵文字が付い

たコメントは以後取得しないようになっている． 

これらの機能により，プラットフォームがコ

メントの検索を一括して実行するため，参加者

各自が検索をする必要がなく，同一語句による

重複検索の問題を解消できた．また，スクリプ

トにより CSV ファイルが作成されるため，URL を

ファイルへコピー&ペーストする手間がなくなる． 

プラットフォーム使用時の通報活動参加者は，

以下の手順で通報活動を実施する． 

(P-1) Slack 上でコメントを確認 

(P-2) 有害コメントであれば絵文字で印を 

 付与 

(P-3) 有害コメントの情報を CSV ファイルと 

 してダウンロード 

(P-4) CSV 形式のリストをもとに通報 

3. プラットフォームの有効性評価 

3.1 有効性の評価方法 
有効性を評価するため，プラットフォーム使

用時通報手順と，既存手順の比較を行う．通報

にかかる時間は，プラットフォーム，既存手順

で変わらない．そこで，既存手順の(C-1)〜(C-

3)にかかる所要時間と，プラットフォーム使用

時の(P-1)〜(P-3)にかかる所要時間を測定する．

以下の場合についてそれぞれ 5回ずつ測定し，そ

の平均の値を比較することで評価する．  

 URL 3 件の記録に要する時間 

 URL 5 件の記録に要する時間 

このプラットフォームは 3 時間で 20 件程度の

コメントを収集し，そのうち通報対象である有

害コメントは10件に満たないため，記録するURL

は 3 件及び 5件とした． 

 

3.2 有効性評価の結果 
所要時間の測定結果の平均値を表１に示す． 

表 1 所要時間の測定結果 

 従来 プラットフォーム利用 

3件 294 秒 137 秒 

5件 569 秒 283 秒 

この結果から，開発したプラットフォームを

使用することで URL の記録に要する時間が半分以

下に短縮されており，通報作業の効率化が実現

されたことが分かる．これは，プラットフォー

ムと CSV化スクリプトが，検索とファイルの作成

を代行した効果だと考えられる． 

4. まとめ 
 本研究では，児童被害防止のための有害コメ

ント収集プラットフォームを構築し，その有効

性の評価を行った．評価の結果，本プラットフ

ォームは，検索及びリスト作成の自動化により，

有害コメントの通報活動にかかる時間を短縮す

ることで，効率化に貢献できることがわかった． 

一方，有効性評価の過程で，いたずら目的の

コメントや凍結済みコメントが多く見受けられ

たことから，収集精度の向上，凍結済み有害コ

メントの除外などの必要性が確認された．また，

本プラットフォームの機能は既存サービスに依

存しているため，今後は，その依存の解消につ

いても取り組んでいきたい． 
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